
【Ⅰ．主な取り組み】

【Ⅱ．目標指標】
６年度

実績値 達成度 目標値   　　　 25　　     50　　　　75　 　 　100      125

ⅰ 22 83.9% 12

【Ⅲ．指標による評価】

ⅰ

施策評価調書（元年度実績）
施策コード Ⅱ－５－（１）

政策体系

　施策名　戦略的広報の推進 所管部局名 企画振興部 長期総合計画頁 101

　政策名　大分県ブランド力の向上 関係部局名 企画振興部、生活環境部、商工観光労働部、農林水産部

取組№ ① ② ③ ④

取組項目
世界的なスポーツイベントで得た経験等を

生かした海外広報の強化

指　　　　標
関連する
取組№

基準値 元年度

取組項目
「おんせん県おおいた」の
イメージのさらなる浸透

信用力のある世界ブランド・
地域ブランドの活用

「おんせん県おおいた」の魅力向上と
シビックプライドの醸成

目標達成度（％）

年度 基準値 目標値

広報媒体の特徴を生かした
広報手法の最適化

取組№ ⑤

地域ブランド調査（魅力度ランキング）（位）
①②③
④⑤

H26 22 17

評価 理　　　　由　　　　等 平均評価

達成
不十分

　　「おんせん県おおいた」のイメージ浸透のため、パブリシティ活動やWEB・SNSによる情報発信に取り組んだ結果、R1年度の魅力度ランキングは全国
22位と前年度よりランクを１位上げたものの、目標値を達成することはできなかった。

達成
不十分
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【Ⅳ．指標以外の観点からの評価】 【Ⅴ．施策を構成する主要事業】

【Ⅵ．施策に対する意見・提言】

【Ⅶ．総合評価と今後の施策展開について】

取組
№

指標以外の観点からの評価
取組
№

事業名（元年度事業）
事務事業評価

 成果指標の達成率（％） 掲載頁

80.8 58

おおいたジオパーク推進事業 177.9 58

世界農業遺産ファンド推進事業

①
・「おんせん県おおいた」のさらなる浸透（ブランド力強化）を図るため、
WEBやSNSを活用した情報発信に努めた。

①③
④⑤

おおいたブランド戦略強化事業 83.9 220

③
・首都圏、関西圏に対するパブリシティ活動を強化するため、PR会社と
連携し、ニュースレターの提供や取材支援などによりメディア露出を強
化した。

②

・ジオパークの魅力を県内外に広く発信するため、全国大会を開催する
とともに、ガイドのスキルアップなど受入環境の整備を進めた。
・ユネスコエコパークの認知度向上のため、講演会や福岡等でのPR活
動を行うとともに、エリア内を車で巡るルートを設定した。
・九州農業遺産フェア、世界農業遺産中学生サミット等の開催や、ラグ
ビーワールドカップ等大規模イベントでのブース出展により、世界農業
遺産の魅力を広く周知し、認知度の向上を図った。

92.9 168

⑤
インバウンド推進事業 82.1 204

海外戦略加速化事業 109.9 214

②

祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク推進事業

④
・WEBやSNSを活用した「大分で会いましょう。」プロジェクトを展開し、隠
れた魅力的な情報を発信した。

⑤

・ラグビーワールドカップ開催時において、大分県の魅力を海外のメディ
アに情報提供することで認知度向上を図った。
・R1.11月のタイプロモーションにおいて、タイ工業省と産業分野の連携
について意見交換を行ったほか、商社、旅行関係者など約100名を招聘
し、食や観光のＰＲを行った。
・九州観光推進機構と合同で、イギリス・ウェールズでラグビー観戦客向
けのプロモーションを実施した。福岡県、佐賀県、佐世保市と合同で、上
海にて商談会と旅行社セールスを行った。

○「安心・活力・発展プラン2015」中間見直し委員会　第４回活力部会（R1.10）
・デジタルマーケティングではインフルエンサー、KOL（ｷｰｵﾋﾟﾆｵﾝﾘｰﾀﾞｰ）の活用が必要。
・情報発信の対象は観光客だけでなく、県民向けも必要。
・大分県のコンテンツはいいものがあるが、効果的な情報発信をすることが大事。新たなブラン
ドには「おおいた」という文字を入れるなど統一感を出すこともよいのでは。

総合評価 施策展開の具体的内容

B ・従来の温泉を中心とした大分県の魅力発信に加えて、温泉以外の魅力をデジタルマーケティングを活用して効果的に情報発信することで、認知度・魅力度の向
上を図る。
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